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みなべ町議会だより　第42号　平成27年11月

９月定例会

本定例会において、田中議長と監査委員の北谷議員を除く 10 名の議員
で決算審査特別委員会を設立し、委員長に中本議員、副委員長に真造議
員を互選により決定しました。平成 26 年度一般会計、各特別会計、水道
事業会計の歳入・歳出決算の審査を、９月 11 日、14 日、15 日の３日間
で担当課、副町長、会計管理者同席のもと実施しました。

平成２６年度
決算審査特別委員会

９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
18
日
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
定
例
会
で
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
と
６
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
歳
入
・
歳
出
決
算
の
認
定
８
件
と
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
条
例
改
正
な
ど
14
件
の
議
案
、
議
員
発
委
２
件
を
慎
重
に
審
議
し
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活

発
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

平成26年度会計別決算
歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 ９４億２０４３万円 ８７億９５００万円

国民健康保険特別会計 ２１億４２４７万円 ２０億６５２０万円

後期高齢者医療特別会計 ２億８５６３万円 ２億８１０６万円

介 護 保 険 特 別 会 計 １５億 0５１６万円 １４億７２３４万円

農業集落排水事業特別会計 ２億９９５２万円 ２億９５０３万円

公共下水道事業特別会計 ５億２９１９万円 ５億２３７２万円

簡易水道事業特別会計 １億 0１５５万円 ９６９４万円

財産収入
寄付金
諸収入

3821万円（0.4％）
273万円（0.0％）

1億7049万円（1.8％）

1億3769万円（1.5％）
486万円（0.0％）
8011万円（0.9％）
1005万円（0.1％）

地方消費税交付金
利子割交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金

地方特例交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

392万円（0.0％）
1557万円（0.2％）
806万円（0.1％）
174万円（0.0％）

繰入金2
875万円
（0.1％）

一般会計
歳入総額

94億2043万円

一般会計
歳出総額

87億9500万円

町税
14億9664万円
（15.9％）

自主財源
27億0791万円
（28.7％） 繰越金

8億0875万円
（8.6％）

地方交付税
40億5931万円
（43.1％）

国庫支出金
8億7408万円
（9.3％）

県支出金
7億2696万円
（7.7％）

町債
7億8901万円
（8.4％）

依存財源
67億1252万円
（71.3％）

歳入の状況 歳出の状況（目的別）

総務費
14億2195万円
（16.2％）

民生費
19億1316万円
（21.8％）

衛生費
5億1746万円
（5.9％）

商工費9541万円
（1.1％）

土木費
8億3735万円
（9.5％）

消防費
3億4683万円
（3.9％）

農林水産業費
9億0455万円
（10.3％）

議会費8220万円（0.9％）災害復旧費
1億8143万円
（2.1％）

教育費
8億7501万円
（9.9％）

公債費
16億1960万円
（18.4％）

1485万円（0.1％）
1億5745万円（1.8％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
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みなべ町議会だより　第42号　平成27年11月

決算報告
決算審査特別委員会　委員長報告　　　　　　　委員長　中　本　光　一

生活環境課所管
平成 26 年度からゴミ焼却をすさみ町へ委託していま

す。焼却場でのゴミの割合は、みなべ町が約 7 割、す
さみ町が 3 割となっており、みなべ町が多くの負担を
お掛けしています。今後とも町民へのゴミ分別の徹底
を啓発指導して頂きたい。

上南部地区の農業集落排水の公共下水道への接続が
進められています。さらなる加入率の向上に努めてい
ただきたい。

総務課所管
財政健全化運営により、実質公債費比率は 14.5％と昨

年度より 0.9 ポイント減少して、新たな借金をするとき
に国や県の許可が必要な基準の 18％を下回っています。
経常収支比率も昨年度より 6.3 ポイント増加して 86.8％
となっています。財政上、適当と言われる範囲内にあり
ます。

税務課所管
町税の徴収率は、現年度課税分では高い水準ですが、

滞納が町民税、固定資産税、軽自動車税とも発生して
おり、不納欠損額が出ています。

町の主な自主財源でもあり、公平性の観点からも徴
収率のアップに努力していただきたい。

住民福祉課所管
障がい福祉では「第 4 期障がい福祉計画」、介護保険

では「第 6 期介護保険計画」、児童福祉では「子ども・
子育て支援事業計画」の策定が行われています。今後は
これらの計画に基づき更なる福祉の充実を推進して頂き
たい。

建設課所管
町営住宅使用料については、現年度分の徴収率は

99.47％となっています。しかし滞納分では不能欠損が
発生しています。難題でしょうが、解消に努めて頂き
たい。地籍調査については、調査を要望されている地
域もありますので、調査区域の拡大について、より一
層の推進をお願いします。また、公園の管理については、
利用状況の変化に対応した管理方法の見直しをお願い
します。

うめ課所管
現在、梅の価格低迷や消費の減少が大きな問題となっ

ています。
うめ課が行う梅の需要や消費拡大は、公費を投入する

業務ということを更に強く念頭に置き、従来の施策を抜
本的に見直し、町民が広くその恩恵を受ける効果的な施
策を立案し、当初予算に反映していただきたい。

産業課所管
国民宿舎、鶴の湯温泉は指定管理者制度により運営

され、両施設とも平成 26 年度は黒字決算ですが、鶴の
湯温泉の入浴施設部門において若干の赤字との報告でし
た。運営コストの削減について、更なる工夫検討をお願
いします。

教育学習課所管
教育委員会では、各種団体への補助金や助成金の事

業が多く、補助団体が毎年同じ傾向です。実績や活動
実態を十分精査して、団体の活動に応じた補助を行う
ことを要望します。

学童保育については、共働きの保護者などの増加に
よる需要増があり、南部小学校において増室した経緯
があるが、指導員賃金で不用額が出ています。入所見
込み数の減少とのことではあるが、指導員の雇用環境
整備と共に人材の確保に努められたい。

９月 15日に決算審査に関わる主要な現地（清川小学校塗装工事、東神野川線、うめ２１センター、小倉谷農道、町
道浜線、千里球場、ごみ焼却場、山内河川公園芝生管理、南部小学校学童保育、国民宿舎エレベーター等）を１日か
けて調査しました。
現地調査を含めた３日間の審査結果について、大きな問題などは見受けられなかったものの、より一層の行財政運
営の適正化に努めるよう要望しました。

各議員の議案採決結果（反対のあった議案のみ） ○：賛成　×：反対　−：議長は採決には加わりません

議　　　案

井
口　

雅
裕

中
井　

重
雄

下
村　
　

勤

森
坂　

義
明

中
本　

光
一

真
造　

賢
二

原
田　
　

覚

佐
々
木
香
徳

谷
本　

吉
弘

北
谷　

清
治

竹
本　

栄
次

田
中　

昭
彦

みなべ町農業集落排水処理施設の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —
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重点事業と注目ポイント平成26年度　決算

防災・災害復旧拠点化改修工事は、ふれ愛セン
ター横に非常用発電機を設置しました。
グリーンニューディール（ＧＮＤ）基金活用事業
補助金を活用し、ソーラー発電蓄電付避難誘導灯を
清川公民館前、高城公民館前、岩代小プール上に設
置しています。

農林水産

生活・環境

ゴミ処理には多額の費用が掛かっています。ゴミ
の分別、減量化に一層のご協力をお願いします。
汚水管・中継ポンプ工事は農業集落排水から公共
下水に引き込んで処理を行い、経費の削減をはかり
ます。

ここがポイントここがポイント

イベントや物産展（25カ所）で、梅干し、梅ジュー
スなどのＰＲ。梅の消費拡大のため、キャンペー
ン、効能研究に大金を費やしていますが、費用対効
果を考え、再考を要するのではないかと思います。

ここがポイントここがポイント

障がい福祉計画、介護保険計画、子ども・子育て支援
事業計画の策定が行われています。これらの計画に基づ
き、更なる福祉の充実をお願いします。

ここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント

●防犯カメラ設置工事請負費
●コミバス等運行委託料
●日高広域消防事務組合負担金
●交通安全施設工事請負費

……… 116 万円
…………… 840 万円

‥ 2 億 912 万円
………… 315 万円

●野菜花き団地支援事業
●堺漁港製氷施設改修事業補助金
●うめ振興館費
●うめ 21 研究センター費
●梅の展示・販売・配布宣伝調査等

……………… 297 万円
…… 684 万円

 ……………………… 1718 万円
…………… 734 万円

… 651 万円

●一般廃棄物収集運搬委託料
●すさみ町清掃費負担金
●ごみ焼却場解体工事設計委託料
●上南部地区汚水管渠敷設工事
●共和東地区中継ポンプ施設整備工事

……… 8392 万円
……………7691 万円

……540 万円
…… 2929 万円

1746 万円

農林水産

生活・環境

建設・土木

観光・商工

国民宿舎・鶴の湯温泉は指定管理制により運営さ
れ、両施設とも26年度は黒字決算ですが、入浴施設
部門において赤字となっている鶴の湯温泉では、新
しい指定管理者の下、運営コストの削減に工夫検討
をお願いします。

ここがポイントここがポイント

地籍調査については、26年度でみなべ町全体の
33.5％が終了となりました。調査を要望されている
地域もありますので、調査区域の拡大について、一
層の推進をお願いします。

ここがポイントここがポイント

●公園費（土地借上料）
●施設管理委託料（公園及び国道花壇）

●地籍調査事業費
●小倉谷地区農免農道整備事業

………………… 266 万円

…………… 1421 万円
 …………………… 9012 万円

…… 9870 万円

●国民宿舎本館エレベーター修繕
●鶴の湯温泉管理事業費
●国民宿舎駐車場整備工事
●観光トイレ・南部駅トイレ整備工事請負費

…… 615 万円
……………1461 万円
……………557 万円

……………1776 万円

建設・土木

観光・商工

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

●第３子以降学校給食費助成金
●南小スクールバス運行委託料
●清川地区生徒（中学生）通学バス運行委託料

●児童通学支援業務委託料 

…… 327 万円
…… 354 万円

……… 680 万円
…………… 43 万円

防犯カメラを平成26年11月、南部駅前に設置しま
した。その後、空き巣事件1件の捜査のために撮影デ
ータを警察に提供しました。

ここがポイントここがポイント

●防災・災害復旧拠点化改修工事請負費
●ＧＮＤ基金事業避難誘導灯設置工事
●防災広場関連概略設計等業務委託
●防災備品購入費

3510 万円
287 万円

… 275 万円
……………………… 206 万円

ここがポイントここがポイント
通学支援は受領地区の児童の登校をコミュニティ

バスに委託する費用です。（２・３学期分）
清川地区の通学バスは２台で対応しているため、

高額な費用となっています。

……… 1459 万円
……… 2066 万円

…………… 201 万円
……………… 406 万円

…… 191 万円

●子育て世帯臨時特例給付金
●成人保健事業（検診委託料）
●第４期障がい福祉計画
●第６期介護保険計画
●子ども・子育て支援事業計画

みなべ町議会だより　第42号　平成27年11月
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重点事業と注目ポイント平成26年度　決算

防災・災害復旧拠点化改修工事は、ふれ愛セン
ター横に非常用発電機を設置しました。
グリーンニューディール（ＧＮＤ）基金活用事業
補助金を活用し、ソーラー発電蓄電付避難誘導灯を
清川公民館前、高城公民館前、岩代小プール上に設
置しています。

農林水産

生活・環境

ゴミ処理には多額の費用が掛かっています。ゴミ
の分別、減量化に一層のご協力をお願いします。
汚水管・中継ポンプ工事は農業集落排水から公共
下水に引き込んで処理を行い、経費の削減をはかり
ます。

ここがポイントここがポイント

イベントや物産展（25カ所）で、梅干し、梅ジュー
スなどのＰＲ。梅の消費拡大のため、キャンペー
ン、効能研究に大金を費やしていますが、費用対効
果を考え、再考を要するのではないかと思います。

ここがポイントここがポイント

障がい福祉計画、介護保険計画、子ども・子育て支援
事業計画の策定が行われています。これらの計画に基づ
き、更なる福祉の充実をお願いします。

ここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント

●防犯カメラ設置工事請負費
●コミバス等運行委託料
●日高広域消防事務組合負担金
●交通安全施設工事請負費

……… 116 万円
…………… 840 万円

‥ 2 億 912 万円
………… 315 万円

●野菜花き団地支援事業
●堺漁港製氷施設改修事業補助金
●うめ振興館費
●うめ 21 研究センター費
●梅の展示・販売・配布宣伝調査等

……………… 297 万円
…… 684 万円

 ……………………… 1718 万円
…………… 734 万円

… 651 万円

●一般廃棄物収集運搬委託料
●すさみ町清掃費負担金
●ごみ焼却場解体工事設計委託料
●上南部地区汚水管渠敷設工事
●共和東地区中継ポンプ施設整備工事

……… 8392 万円
……………7691 万円

……540 万円
…… 2929 万円

1746 万円

農林水産

生活・環境

建設・土木

観光・商工

国民宿舎・鶴の湯温泉は指定管理制により運営さ
れ、両施設とも26年度は黒字決算ですが、入浴施設
部門において赤字となっている鶴の湯温泉では、新
しい指定管理者の下、運営コストの削減に工夫検討
をお願いします。

ここがポイントここがポイント

地籍調査については、26年度でみなべ町全体の
33.5％が終了となりました。調査を要望されている
地域もありますので、調査区域の拡大について、一
層の推進をお願いします。

ここがポイントここがポイント

●公園費（土地借上料）
●施設管理委託料（公園及び国道花壇）

●地籍調査事業費
●小倉谷地区農免農道整備事業

………………… 266 万円

…………… 1421 万円
 …………………… 9012 万円

…… 9870 万円

●国民宿舎本館エレベーター修繕
●鶴の湯温泉管理事業費
●国民宿舎駐車場整備工事
●観光トイレ・南部駅トイレ整備工事請負費

…… 615 万円
……………1461 万円
……………557 万円

……………1776 万円

建設・土木

観光・商工

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

●第３子以降学校給食費助成金
●南小スクールバス運行委託料
●清川地区生徒（中学生）通学バス運行委託料

●児童通学支援業務委託料 

…… 327 万円
…… 354 万円

……… 680 万円
…………… 43 万円

防犯カメラを平成26年11月、南部駅前に設置しま
した。その後、空き巣事件1件の捜査のために撮影デ
ータを警察に提供しました。

ここがポイントここがポイント

●防災・災害復旧拠点化改修工事請負費
●ＧＮＤ基金事業避難誘導灯設置工事
●防災広場関連概略設計等業務委託
●防災備品購入費

3510 万円
287 万円

… 275 万円
……………………… 206 万円

ここがポイントここがポイント
通学支援は受領地区の児童の登校をコミュニティ
バスに委託する費用です。（２・３学期分）
清川地区の通学バスは２台で対応しているため、
高額な費用となっています。

……… 1459 万円
……… 2066 万円

…………… 201 万円
……………… 406 万円

…… 191 万円

●子育て世帯臨時特例給付金
●成人保健事業（検診委託料）
●第４期障がい福祉計画
●第６期介護保険計画
●子ども・子育て支援事業計画

みなべ町議会だより　第42号　平成27年11月
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農
業
集
落
排
水
事
業

（
条
例
改
正
）

備
考
）
現
行
の
料
金
体
系

は
、
地
区
に
よ
り
人
数
制

と
水
量
制
が
混
在
し
て
い

ま
す
が
、
全
町
で
水
量
を

基
準
と
し
た
も
の
に
統
一

す
る
案
で
す
。
こ
の
場

合
、
梅
の
漬
け
込
み
用
な

ど
「
上
水
は
使
っ
た
が
下

水
へ
は
流
し
て
い
な
い
水

量
」
を
ど
う
す
る
か
が
問

題
と
な
り
ま
す
。

３
つ
の
料
金
体
系

を
統
一
す
る
の
は

良
い
が
、
集
落
排
水
の
対

象
外
の
水
道
水
使
用
の
算

定
は
。

対
象
外
の
施
設
に

減
水
メ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
頂
き
、
水
道
の

検
針
か
ら
使
用
分
を
引
い

て
使
用
料
金
を
算
定
し
ま

す
。

そ
の
メ
ー
タ
ー
の

設
置
費
用
の
負
担

は
。

既
に
個
人
負
担
で

60
件
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
方
た
ち
と
の

公
平
性
か
ら
、
個
人
負
担

で
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
の
設
置

費
用
、
耐
用
年
数

は
。

メ
ー
タ
ー
本
体
が

８
千
円
程
度
、
設

置
費
用
が
２
〜
３
万
円
程

度
、
耐
用
年
数
は
約
８
年

と
の
こ
と
で
す
。

体
育
施
設
備
品
購
入
費

（
５
１
８
万
円
）

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
設

備
を
買
い
取
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

国
体
が
終
了
し
た

後
、
一
過
性
に
な

ら
な
い
よ
う
、
梅
の
里
カ

ッ
プ
等
の
大
会
を
開
催
し

て
、
み
な
べ
町
を
「
山
岳

競
技
の
町
」
と
し
て
売
り

出
す
た
め
に
購
入
し
た
い
。

そ
の
大
会
の
運
営

費
用
は
。
負
担
に

な
る
の
で
は
。

み
な
べ
町
と
し
て

は
、
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ル

ー
ル
で
行
え
ば
大
会
経
費

も
高
く
な
ら
ず
に
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

国
体
で
リ
ー
ス
し

た
ウ
ォ
ー
ル
を
中

古
で
購
入
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
新
品
で
は
い

く
ら
で
、
耐
用
年
数
は
ど

れ
だ
け
な
の
か
。

南
小
で
使
用
し
た

同
じ
も
の
は
新
品

で
１
１
５
０
万

円
。
耐
用
年
数

は
、
室
内
使
用

な
の
で
２０
〜
３０

年
使
用
で
き
ま

す
。

備
考
）
国
体
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
の
た
め
に
南

部
小
学
校
に
設

置
さ
れ
た
設
備

一
式
を
国
体
終

了
後
に
買
取
り
、

旧
清
川
中
学
校
・
体
育
館

に
常
設
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

梅
の
特
許
更
新
料

（
１０
万
円
）町

が
維
持
し
続
け

る
必
要
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
成
分
特
許
を

持
っ
て
い
る
意
味
は
。

十
分
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
梅

干
の
言
い
伝
え
を
医
学

的
・
科
学
的
に
証
明
す
る

画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
当
初
は
、
薬
事
法
・

健
康
増
進
法
の
関
係
で
商

品
に
表
記
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
は
商
品
に

特
許
取
得
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る

こ
と
で
消
費
に
繋
が
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。
成
分

特
許
を
持
つ
こ
と
は
、
学

会
で
の
論
文
発
表
等
で
周

知
が
期
待
さ
れ
ま
す
し
、

ま
た
こ
の
成
分
だ
け
を
使

っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
の

開
発
を
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

防
災
備
品
購
入
費

（
１
６
０
万
円
）

蓄
電
池
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
ど
こ
に
何
台
置
く

の
か
。

40
型
テ
レ
ビ
で
19

時
間
、
冷
蔵
庫
で

23
時
間
分
を
蓄
電
で
き
ま

す
。
１
台
だ
け
の
購
入
、

町
で
保
管
し
必
要
な
と
こ

ろ
へ
運
び
ま
す
。
重
量
は

65
㎏
で
す
。

職
員
採
用
試
験
会
場
借
上

料
（
２０
万
円
）

受
験
者
が
１
２
１

名
と
多
く
な
っ
た

が
、
な
ぜ
会
場
を
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
し
た
の
か
。

小
学
校
や
中
学
校
で
も
可

能
で
は
。会

場
を
２
か
所

に
分
け
る
な
ど

考
え
た
が
、
１
つ
の
部
屋

で
同
じ
条
件
で
管
理
を
し
、

試
験
を
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

森
林
体
験
指
導
委
託
料

（
４３
万
円
）南

小
、
清
小
で
実

施
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
た
の

か
。
他
校
で
の
開
催
は
。

全
校
に
案
内
し

た
う
え
で
希
望

の
あ
っ
た
学
校
で
実
施
。

他
校
で
も
希
望
が
あ
れ
ば

開
催
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。

森
林
の
役
割
学

習
や
間
伐
見
学
、

薪
割
体
験
、
備
長
炭
を
用

い
た
料
理
体
験
な
ど
学
年

に
応
じ
た
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
議
案
審
議
Ｑ
＆
Ａ

A

AA

A

A

AAA

AAA

QQ

QQ

QQ

Q

QQ

QQ

南部小学校・国体ボルダリング会場
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わが町の空き家対策について

原
はら

田
だ

　覚
さとる

議員

質
問　

本
年
5
月
か
ら

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
」
が
完
全
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
特
別
措
置
法

は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
空
き
家
等
が
、

防
災
、
衛
生
、
景
観
等
の

地
域
住
民
の
生
活
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
の
保
護
、
生
活
環
境
の

保
全
、
空
き
家
等
の
活
用

の
た
め
の
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
空
き
家
の
戸

数
や
そ
の
状
態
把
握
な
ど

情
報
収
集
は
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
住
民
か
ら
の
危

険
を
心
配
す
る
声
は
ど
の

程
度
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
古
い
空
き
家
が
長

期
間
、
放
置
さ
れ
る
と
大

変
危
険
で
す
。
危
険
家
屋

を
放
置
し
て
い
る
土
地
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
優

遇
措
置
の
除
外
や
、
解
体

除
去
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

　

つ
ぎ
に
、
空
き
家
は
解

体
す
る
だ
け
で
な
く
利
用

可
能
な
空
き
家
は
活
用
し

て
、
定
住
化
対
策
、
移
住

者
支
援
対
策
を
具
体
的
に

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
活
用
対
策
の
今

後
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
ま
す
が
、

そ
の
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
の
お
考
え
は
。

町
長　

本
町
に
お
け
る
空

き
家
等
の
状
況
は
把
握
し

切
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
ず
は
地
域
の
協

力
を
得
な
が
ら
実
地
調
査

を
行
な
い
、
情
報
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
の
が
急

務
と
考
え
て
い
ま
す
。
空

き
家
が
も
た
ら
す
問
題
は

多
岐
に
わ
た
る
の
で
各
担

当
課
か
ら
な
る
内
部
組
織

を
立
ち
上
げ
、
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
調
査
を
進
め

て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
年
明
け
の
初
区
長
会

で
調
査
協
力
の
お
願
い
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
民
か
ら
の

危
険
情
報
は
２
件
あ
り
ま

し
て
、
１
件
は
解
体
撤
去

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
交

渉
中
で
す
。

　

固
定
資
産
税
の
優
遇
措

置
の
除
外
は
調
査
の
結
果
、

著
し
く
危
険
・
有
害
・
景

観
を
損
な
う
状
態
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
特
定
空
き
家

等
に
該
当
し
、
除
外
す
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
過
去
に
１
件
あ

っ
た
と
聞
い
て
ま
す
。
解

体
除
去
の
勧
告
す
る
場
合

に
住
宅
用
地
か
ら
の
除
外

を
示
す
の
は
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
方
法
等

慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

解
体
撤
去
費
用
と
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
助
成
に
つ

まずは実地調査し対策検討

駅前に設置された防犯カメラ

い
て
は
、
個
人
財
産
で
あ

る
た
め
所
有
者
が
対
応
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま

す
。
制
度
を
設
け
る
か
は

実
態
調
査
の
結
果
、
県
内

の
状
況
等
を
参
考
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

解
体
撤
去
さ
れ

た
更
地
で
、
町
道
に
面
し

た
所
の
道
路
拡
幅
は
す
ぐ

に
出
来
な
い
の
か
。

町
長　

所
有
者
と
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
道
路
計

画
に
沿
っ
て
先
行
取
得
で

き
る
部
分

が
あ
れ
ば

進
め
て
い

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問　

駅
前
に
防
犯
カ
メ

ラ
が
１
台
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
空
き
巣
や
事
務
所

荒
ら
し
等
被
害
が
あ
り
不

安
を
感
じ
る
住
民
も
い
ま

す
。
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設

す
る
お
考
え
は
。

町
長　

町
民
の
安
全
安
心

の
観
点
か
ら
、
ま
た
抑
止

力
の
向
上
も
視
野
に
入
れ

て
、
増
設
の
方
向
で
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

防
災・情
報

一
般
質
問
は
、
平
成
27
年
9
月
16
日
に
６
人
の
議
員
が
行
な
い
ま
し
た
。

地
域
防
犯
対
策

に
つ
い
て

防
犯

空き家
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佐
さ

々
さ

木
き

香
よし

徳
のり

議員

質
問　

胃
が
ん
検
診
の
現

状
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
の
ん

で
エ
ッ
ク
ス
線
を
当
て
る

バ
リ
ウ
ム
検
査
で
す
。
厚

労
省
の
検
討
会
で
見
直
し

が
あ
り
、
内
視
鏡
（
胃
カ

メ
ラ
）
を
推
奨
す
る
そ
う

で
す
。
早
け
れ
ば
来
春
か

ら
、
胃
カ
メ
ラ
検
診
を
す

る
自
治
体
が
広
が
り
そ
う

だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
バ
リ
ウ
ム

か
ら
胃
カ
メ
ラ
に
切
り
替

え
、
あ
る
い
は
選
べ
る
よ

う
に
す
る
考
え
が
あ
り
ま

す
か
。

　

バ
リ
ウ
ム
検
査
は
放
射

線
被
曝
を
伴
い
ま
す
。
病

気
を
早
く
見
つ
け
る
メ
リ

ッ
ト
と
、
放
射
線
を
浴
び

る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
天
秤
に

か
け
、
早
期
発
見
の
方
が

大
事
と
の
理
由
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
発
見
率

は
胃
カ
メ
ラ
の
方
が
ず
っ

と
優
れ
て
い
る
そ
う
で
、

早
く
切
り
替
え
を
と
感
じ

ま
す
。

　

な
お
、
バ
リ
ウ
ム
検
査

を
す
ぐ
に
無
く
せ
な
い
と

は
思
う
の
で
、「
こ
の
検

査
で
こ
の
程
度
の
放
射
線

を
浴
び
ま
す
」
と
い
う
情

報
提
供
は
不
可
欠
だ
と
思

い
ま
す
。

町
長　

国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
４
年
度
版
で
は
、

内
視
鏡
検
査
が
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
と
同
様
に
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
前

処
置
の
麻
酔
に
よ
る
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
偶
発
症
も
あ
る

の
で
、
そ
の
対
応
が
整
備

さ
れ
な
い
う
ち
は
実
施
す

べ
き
で
な
い
と
も
さ
れ
て

い
ま
す
。
結
論
は
、
検
診

バ
ス
で
は
難
し
い
。

　

個
別
検
診
と
し
て
内
視

鏡
を
実
施
す
る
自
治
体
が

県
内
16
あ
り
ま
す
。

　

町
の
胃
が
ん
検
診
に
内

視
鏡
検
査
を
個
別
検
査
と

し
て
取
り
入
れ
る
か
ど
う

か
、
国
の
指
針
や
県
の
指

導
等
に
基
づ
き
医
師
会
の

意
見
も
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
エ
ッ
ク

ス
線
検
査
の
被
曝
線
量
は

３
～
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
聞
い
て
い
ま
す
。
線
量

に
つ
き
ま
し
て
は
詳
し
い

説
明
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が

ん
、
各
検
診
で
の
線
量
や

体
へ
の
影
響
等
の
効
果
的

な
説
明
方
法
を
医
師
会
の

先
生
方
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
、
安
心
し
て

受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
ま
す
。

検診バスでは難しい。医師会の意見参考に

度
や
回
数
の
基
準
は
ど
う

で
す
か
。

町
長　

放
送
は
５
項
目
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
①

災
害
（
警
報
等
）、
②
生

命
に
係
る
緊
急
な
も
の

（
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
）、

③
一
般
行
政
広
報
、
④
時

報
、
⑤
そ
の
他
町
長
が
特

に
必
要
と
認
め
た
も
の
。

　

担
当
課
で
日
時
、
地
域
、

回
数
の
項
目
が
入
っ
た
依

頼
書
を
作
り
、
総
務
課
で

チ
ェ
ッ
ク
後
、
録
音
か
即

時
か
で
放
送
し
ま
す
。
ガ

ス
鉄
砲
の
件
は
、
苦
情
の

電
話
が
あ
り
、
夜
明
け
に

発
生
し
た
事
例
で
農
家
の

特
定
が
で
き
ず
、
産
業
課

質
問　

町
内
放
送
に
つ
き

町
民
か
ら
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
の
雀
を
追

い
払
う
爆
音
（
ガ
ス
鉄

砲
）
に
対
し
、
音
量
調
整

と
、
早
朝
か
ら
鳴
ら
さ
な

い
こ
と
を
求
め
る
放
送
が

さ
れ
ま
し
た
が
、「
朝
早

く
か
ら
爆
音
機
を
鳴
ら
す

な
よ
」
と
い
う
放
送
を
朝

早
く
か
ら
流
す
と
は
、
か

え
っ
て
う
る
さ
い
と
い
う

指
摘
で
し
た
。

　

苦
情
に
限
ら
ず
全
て
の

放
送
内
容
に
つ
い
て
、
放

送
を
す
る
・
し
な
い
の
基

準
は
、
ど
の
課
で
、
ど
ん

な
形
式
で
定
め
て
い
ま
す

か
。
放
送
す
る
場
合
、
頻

で
周
知
の
必
要
性
を
判
断

し
ま
し
た
。
な
お
、
昼
間

や
夕
方
に
時
間
を
変
え
る

こ
と
も
可
能
で
す
の
で
今

後
気
を
つ
け
ま
す
。

再
質
問　

苦
情
が
あ
れ
ば

何
で
も
放
送
す
る
の
で
な

く
、
直
接
連
絡
を
と
る
よ

う
に
し
て
頂
き
た
い
。
逆

に
、
議
会
の
質
問
は
、「
今

日
は
一
般
質
問
で
す
。
傍

聴
し
て
下
さ
い
。
お
し
ま

い
」
で
は
な
く
、
ど
の
議

員
が
何
の
テ
ー
マ
で
質
問

す
る
か
広
報
し
て
ほ
し
い

の
が
正
直
な
所
で
す
。

　

議
会
事
務
局
か
ら
詳
し

い
依
頼
書
を
総
務
課
に
回

せ
ば
、
そ
の
通
り
や
っ
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
「
苦
情
が
あ
れ
ば

何
で
も
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
以
前
、
犬
の
放
し
飼

い
に
苦
情
が
多
く
、
飼
い

主
に
お
願
い
し
、
地
域
限

定
で
放
送
し
ま
し
た
。「
質

問
の
中
身
も
」
の
点
は
、

長
々
と
逆
効
果
に
な
ら
な

い
よ
う
、
簡
潔
さ
を
目
指

し
て
検
討
し
ま
す
。

胃がん検診をバリウムから胃カメラへ保健

内
容
・
実
施
基
準
・
頻
度

　
担
当
課
で
判
断
、総
務
課
で
チ
ェ
ッ
ク

町
内
放
送
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認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
と

は
い
え
、
み
な
べ
町
民
の

子
供
さ
ん
が
通
っ
て
お
る

施
設
で
す
の
で
、
安
全
な

場
所
へ
と
考
え
た
結
果
、

今
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

教
育
長　

幼
稚
園
教
育
も

保
育
も
５
つ
の
領
域

①
健
康
な
心
と
体
を
作
る

②
他
者
と
関
わ
る
力
③
周

囲
と
の
関
わ
り
を
生
活
に

取
り
入
れ
る
力
④
言
葉
を

聞
く
、
話
す
力
⑤
感
じ
た

こ
と
を
表
現
す
る
力
を
つ

け
る
こ
と
で
あ
り
、
認
定

こ
ど
も
園
に
つ
き
ま
し
て

も
、
両
方
兼
ね
備
え
た
も

の
で
す
。

再
質
問　

次
世
代
の
子
供

た
ち
を
預
か
る
大
事
な
施

設
で
す
の
で
、
慎
重
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
他
の
質
問

●
防
災
広
場
に
つ
い
て

●
地
方
創
生
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

中
なか

本
もと

光
こう

一
いち

議員

29年の春ごろに完成できないかと思っている

質
問　

避
難
タ
ワ
ー
の
設

置
の
件
で
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
進
捗
状
況
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

　

①
設
置
場
所

　

②
大
き
さ

　

③
高
さ

　

④
収
容
人
員

　

⑤
費
用

　

⑥
設
計
期
間
・
完
成
日

町
長　

津
波
避
難
セ
ン
タ

ー
は
、
津
波
避
難
困
難
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

千
鹿
浦
・
気
佐
藤
・
南
道

地
区
の
約
５
０
０
人
の
方

が
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

①
気
佐
藤
地
区
４
２
４
号

　

線
沿
い
下
川
原
橋
付
近

　

の
梅
畑

②
用
地
の
大
き
さ

　
　

約
５
０
０
㎡

③
用
地
の
標
高
約
６
ｍ

　

２
階
の
高
さ

　
　

5.4
ｍ
～
7.4
ｍ

　

こ
の
付
近
の
浸
水
想
定

　
　

地
面
か
ら
3.4
ｍ

④
避
難
ス
ペ
ー
ス

　

２
階
部
分 

１
５
０
人

　
　

１
５
０
㎡
以
上

※
１
人
１
㎡
で
換
算

　

３
階
ま
た
は
屋
上

　
　

３
５
０
人

　
　

１
８
０
㎡
以
上

※
２
人
１
㎡
で
換
算

質
問　

南
部
こ
ど
も
園
と

上
南
部
こ
ど
も
園
の
教
育

方
針
・
経
営
主
体
・
設
置

場
所
・
最
終
完
成
日
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。
ご
回

答
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

町
長　

上
南
部
保
育
所
の

保
育
所
型
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
の
保
育
所
に
幼
稚
園

機
能
を
加
え
た
施
設
と
な

り
ま
す
。

　

町
立
の
認
定
こ
ど
も
園

で
、
利
用
者
負
担
額
等
に

つ
き
ま
し
て
も
、
条
例
で

定
め
ら
れ
た
も
の
と
な
り

ま
す
。

　

南
部
こ
ど
も
園
の
設
置

場
所
等
は
、
ま
だ
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
運
営
主
体

が
決
ま
り
ま
す
と
、
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
思
い

ま
す
が
、
オ
ヤ
マ
ダ
池
の

上
側
で
な
い
と
無
理
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

１
番
の
当
初
の
目
的
と

し
て
、
愛
之
園
保
育
園
に

⑤
設
計
業
務
落
札
者

　
（
株
）金
嶋
一
級
建
築
設

　

計
事
務
所

　

設
計
費
用

　
　

約
１
千
万
円

※
用
地
取
得
費
・
建
設
費

は
、
28
年
度
の
当
初
予
算

で
計
上
予
定

⑥
※
設
計
業
務

　

28
年
３
月
終
了
予
定

　

※
建
設
工
事

　

28
年
度
着
手

　

※
完
成
時
期

　

29
年
春
ご
ろ

再
質
問　

こ
の
避
難
セ
ン

タ
ー
が
出
来
上
り
、
そ
の

様
子
を
見
て
、
そ
れ
以
外

の
避
難
地
域
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長　

ま
ず
物
を
見
て
頂

い
て
、
今
後
の
自
主
防
災

会
で
良
い
か
ど
う
か
話
し

合
い
を
す
る
と
思
い
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

非
常
に
良
い
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
幾
つ
か
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

御坊市避難タワー

避難タワーの進捗状況!?防災

保
育

P9

9月定例会・一般質問



みなべ町議会だより　第42号　平成27年11月

下
しも

村
むら

　勤
つとむ

議員

質
問　

議
会
で
は
、
既
に

温
泉
施
設
を
薪
ボ
イ
ラ
ー

化
し
て
い
る
、
鶴
の
湯
温

泉
と
同
規
模
で
あ
る
、
徳

島
県
の
松
尾
川
温
泉
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
常
任
委
員
会

で
検
討
も
し
、
み
な
べ
川

森
林
組
合
や
里
山
研
究
会

の
皆
さ
ん
と
も
、
意
見
交

換
会
を
何
回
か
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
燃
料
材
料

も
調
達
で
き
る
運
び
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

原
油
価
格
の
変
動
に
よ

り
、
予
算
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
こ
の
施
設
を
薪
ボ

イ
ラ
ー
化
に
し
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

　

豊
富
な
資
源
と
安
価
で
、

し
か
も
地
域
の
活
性
化
や
、

梅
の
栽
培
と
森
林
作
業
の

複
合
経
営
か
ら
も
、
是
非

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

円
高
、
円
安
に
よ

り
、
大
き
く
変
わ
る
重
油

の
動
向
が
非
常
に
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
、
リ
ッ
タ
ー
89

円
で
、
６
１

５
万
円
の
燃

料
費
が
か
か

り
ま
し
た
。

　

温
泉
運
営

経
費
の
３
割

を
占
め
る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
に
は
、

２
基
の
ボ
イ
ラ
ー
が
あ
り
、

１
基
は
内
風
呂
用
で
、
建

物
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

露
天
風
呂
の
ボ
イ
ラ
ー

に
つ
い
て
は
、
構
造
上
、

導
入
は
可
能
と
思
い
ま
す
。

２
基
分
の
必
要
な
薪
の
年

間
量
の
計
算
で
は
、
２
０

０
ト
ン
が
必
要
で
あ
り
、

ト
ン
当
り
１
万
円
で
購
入

し
ま
す
と
、
２
０
０
万
円

で
、
３
６
０
万
円
安
く
な

る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

２
基
の
ボ
イ
ラ
ー
を
換

え
る
と
な
る
と
、
改
造
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

国
の
間
伐
事
業
の
見
直

し
で
、
切
り
捨
て
間
伐
か

ら
、
搬
出
間
伐
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
間
伐
材
の

指定管理者とも相談・前向きに検討

有
効
利
用
や
、
防
災
上
か

ら
も
、
材
木
が
河
川
に
流

れ
る
災
害
の
発
生
を
少
な

く
す
る
た
め
に
も
、
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
の
面
や
、

指
定
管
理
者
と
も
相
談
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
前
向

き
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

必
要
に
応
じ
、
毎
会
計
年

度
１
回
以
上
監
査
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
決
算
で
は
、

補
助
金
や
負
担
金
補
助
の

対
象
団
体
、
40
～
50
団
体

あ
り
、
９
億
１
１
７
７
万

円
と
、
１
０
・
４
％
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

不
祥
事
防
止
の
観
点
か

ら
も
、
町
民
の
税
金
を
投

入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
団
体
を
含
め
、

各
団
体
の
会
計
処
理
の
監

査
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
。

町
長　

現
在
、
町
が
補
助

金
を
出
し
て
い
る
団
体
に

は
、
法
人
格
の
あ
る
団
体

や
、
そ
う
で
な
い
団
体
、

目
的
別
に
は
、
民
生
、
農

林
水
産
、
教
育
等
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ

り
ま
す
。

　

法
人
格
の
あ
る
団
体
や
、

法
人
格
が
な
く
て
も
、
そ

の
団
体
の
会
計
事
務
を
決

め
て
、
会
計
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

地
方
自
治
法
第
１

９
９
条
の
中
に
、
普
通
地

方
公
共
団
体
の
財
務
に
関

す
る
執
行
、
及
び
普
通
地

方
公
共
団
体
の
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
を
監
査
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

鶴の湯温泉　薪ボイラー化に向け産業

　

団
体
の
中
で
、
会
計
事

務
を
担
う
も
の
が
な
く
、

役
場
職
員
が
行
っ
て
い
る

団
体
が
多
数
存
在
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
団
体
の

監
査
に
つ
い
て
は
、
副
町

長
、
総
務
課
長
、
会
計
課

長
が
監
査
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
、

監
査
さ
れ
て
い
な
い
団
体

に
つ
い
て
は
、
内
容
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
援
助
団
体
等
を
通

じ
て
、
支
出
さ
れ
て
い
る

公
金
が
、
目
的
の
通
り
適

正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
監

督
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
も
年
々
増

加
し
て
お
り
、
全
て
町

民
の
税
金
で
す
。
今
後

は
、
指
定
管
理
団
体
も
含

め
、
ま
ず
は
町
が
行
う
か
、

監
査
委
員
さ
ん
が
行
う
か
、

順
序
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
不

祥
事
防
止
か
ら
も
監
査
す

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

財
政
援
助
を
し
て
い
る

団
体
の
会
計
監
査
に
つ

い
て

補
助
金

松尾川温泉の薪ボイラー
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谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

議員

小中学生の生活環境を守るために

基本的な生活リズムを確立できるよう指導

質
問　

こ
こ
数
年
、
小
中

学
生
の
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
が

た
い
へ
ん
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い

ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
、

児
童
ポ
ル
ノ
被
害
、
セ
ク

ハ
ラ
、
睡
眠
時
間
の
減
少
、

い
じ
め
、
学
力
テ
ス
ト
の

正
答
率
と
の
負
の
相
関
等

を
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
教
育
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か
。

教
育
長　

小
学
６
年
生
で

は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時

間
は
1
時
間
未
満
が
多
い

が
、
50
％
近
い
児
童
が
通

信
機
器
を
利
用
し
て
メ
ー

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
で
は
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
４
時
間
以

上
す
る
生
徒
は
大
変
少
な

い
が
、
７
割
近
い
生
徒
が

通
信
機
器
を
利
用
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
に
繋
が
り
か
ね

な
い
ト
ラ
ブ
ル
も
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
学
級
指
導

の
中
で
注
意
喚
起
を
し
た

り
、
学
校
、
保
護
者
会
主

催
の
研
修
会
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

再
質
問　

持
ち
始
め
が
多

い
小
学
４
年
生
に
指
導
し

た
り
、
高
校
生
を
講
師
に

迎
え
て
、
小
・
中
学
生
に

使
い
方
、
怖
さ
を
教
え
て

い
る
所
も
あ
り
ま
す
し
、

町
教
委
で
９
時
ま
で
と
決

め
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う

で
す
が
。
み
な
べ
町
で
は
。

教
育
長　

必
要
が
あ
れ
ば

保
護
者
の
ご
協
力
、
ご
理

解
を
得
て
、
一
定
の
指
針

を
出
す
こ
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問　

夜
早
く
寝
て
、

朝
早
く
起
き
て
、
朝
ご
飯

を
食
べ
て
、
行
っ
て
き
ま

す
と
言
っ
て
学
校
へ
行
っ

て
、
授
業
を
受
け
る
と
い

っ
た
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う

に
、
学
校
や
町
教
委
、
保

護
者
が
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
子
供
た
ち
が
健
全
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

ス
マ
ホ
、
携
帯

等
で
自
ら
を
失
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
子
供
た
ち

の
基
本
的
な
生
活
リ
ズ
ム

を
確
立
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

み
な
べ
町
に
お
け

る
小
中
学
生
の
不
登
校
率

は
。

　

義
務
教
育
を
終
え
た
青

少
年
に
対
す
る
社
会
復
帰

支
援
は
。

町
長　

み
な
べ
町
に
は
、

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
窓
口

を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
町
民
の
生
活
全
般

を
受
け
る
専
門
的
な
相
談

員
を
配
置
す
る
時
期
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
責
任

を
持
っ
て
相
談
で
き
る
専

門
職
員
を
配
置
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
長　

不
登
校
率
は
、

県
・
国
と
比
べ
て
少
な
い

数
値
で
す
が
、
27
年
度
に

つ
い
て
は
、
増
え
て
き
て

い
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
修
了
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
で
、
ひ
き
こ
も
り

青
少
年
の
問
題
を
検
討
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

中
学
校
を
卒
業

し
た
段
階
で
教
育
行
政
か

ら
福
祉
行
政
に
移
る
と
、

担
当
さ
れ
て
い
る
方
も
代

わ
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
共
有
で
き

る
立
場
の
人
を
町
が
配
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
。

町
長　

小
さ
な
行
政
だ
か

ら
職
員
が
配
置
で
き
な
い

と
い
う
の
は
不
公
平
感
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
が
寄
っ
て
最
善

の
道
を
考
え
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健全育成

ひ
き
こ
も
り
の
青
少
年

に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て 教
育
・
福
祉
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最終商品なのか？原料なのか？調整の場は設けるが

梅干のタル問題は行政が
介入し解決すべきでは？

産業
真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

議員

質
問　

梅
農
家
に
は
価
格

低
迷
以
外
に
タ
ル
問
題
、

消
費
税
の
外
税
化
、
ケ
シ

キ
ス
イ
対
策
の
３
つ
の
切

実
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
タ
ル
問
題
に
焦

点
を
絞
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　

農
家
は
１
０
０
円
で
古

タ
ル
を
買
い
、
梅
干
を
詰

め
業
者
に
卸
し
ま
す
。
タ

ル
が
不
足
す
れ
ば
３
０
０

円
で
新
品
を
購
入
し
ま
す
。

そ
し
て
梅
干
販
売
価
格
に

タ
ル
代
（
容
器
コ
ス
ト
）

を
付
加
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

一
般
の
商
取
引
で
は
あ
り

得
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
タ

ル
が
動
け
ば
常
に
農
家
は

そ
の
費
用
負
担
を
強
い
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
、
空
タ
ル
は
誰
の

も
の
で
も
な
く
、
業
界
全

体
の
共
有
財
産
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
不
足
が
生

じ
た
場
合
に
は
業
者
と
農

家
が
費
用
負
担
を
折
半

し
、
新
タ
ル
を
供
給
し
ま

す
。
そ
の
上
で
タ
ル
が
動

く
度
に
、
例
え
ば
１
０
０

円
が
発
生
す
る
カ
タ

チ
に
す
れ
ば
良
い
の

で
す
。
つ
ま
り
農
家
は

古
タ
ル
を
１
０
０
円

で
購
入
し
、
梅
干
販
売

時
に
容
器
コ
ス
ト
と

し
て
１
０
０
円
を
付

加
す
る
。
誰
も
損
得
を
し

な
い
合
理
的
な
循
環
が
で

き
あ
が
り
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
デ
ィ
ポ
ジ
ッ
ト
制
の
確

立
で
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
を
支
え

る
梅
農
家
は
価
格
低
迷
に

喘
ぎ
疲
弊
し
切
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
価
格
は
す
ぐ

に
は
解
決
し
な
い
難
題
、

な
ら
ば
行
政
が
今
す
べ
き

こ
と
は
梅
農
家
が
苦
し
ん

で
い
る
理
不
尽
で
不
合
理

な
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

で
は
。
真
摯
な
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

町
長　

こ
の
件
に
町
が
介

入
す
べ
き
で
は
な
い
、
関

係
団
体
で
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
農
家
が
業
者

に
販
売
す
る
梅
が
加
工
用

原
料
な
の
か
？
商
品
な
の

か
？
商
品
な
ら
新
し
い
容

器
、
出
来
れ
ば
化
粧
箱
に

入
れ
て
販
売
す
る
。
原
料

な
ら
生
産
者
と
加
工
業
の

問
題
で
し
ょ
う
。

再
質
問　

全
く
残
念
な
答

弁
で
失
望
し
て
い
ま
す
。

「
原
料
か
商
品
か
…
」
そ

う
い
う
答
弁
は
不
要
。
当

然
、
原
料
を
前
提
に
お
答

え
く
だ
さ
い
。

　

町
長
は
午
前
中
の
一
般

質
問
に
対
し
「
地
方
創
生

の
柱
は
一
次
産
業
に
従
事

す
る
若
者
達
が
生
計
を
立

て
ら
れ
る
こ
と
」
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
全
く
同
感

で
す
。
な
ら
ば
正
に
こ
の

タ
ル
問
題
こ
そ
が
そ
の
具

体
策
の
一
つ
で
は
な
い
で

す
か
。
農
家
の
経
済
を
圧

迫
し
て
い
る
切
実
な
問
題

な
の
で
す
よ
、
即
座
に
解

決
す
べ
き
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
か
。
傍
観
し
て
る
場

合
で
は
な
い
は
ず
。

町
長　

町
が
ど
う
し
ろ
と

は
言
え
な
い
問
題
。
関
係

団
体
の
協
議
の
場
の
調
整

は
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

再
々
質
問　

解
決
す
べ
き

切
実
な
問
題
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
か
。
行
政

が
間
に
入
り
フ
ェ
ア
に
解

決
で
き
る
の
で
は
。

町
長　

切
実
と
言
え
ば
切

実
な
の
で
し
ょ
う
、
１
０

０
円
も
大
量
に
な
れ
ば
大

き
な
経
費
に
な
り
ま
す
し
。

タ
ル
代
を
ど
ち
ら
が
持
つ

か
と
い
う
と
、
当
然
、
生

産
者
が
持
つ
べ
き
、
容
器

な
く
し
て
は
販
売
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
。
ま
た
販
売

価
格
に
タ
ル
代
が
含
ま
れ

て
い
る
の
か
？
い
な
い
の

か
？
見
解
の
相
違
で
は
？

業
者
が
含
ん
で
い
る
と
い

う
な
ら
そ
う
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め

て
協
議
の
場
を
設
け
、
双

方
が
納
得
で
き
る
制
度
に

な
る
よ
う
に
調
整
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

質
問　

清
川
地
区
で
検
討

委
員
会
が
で
き
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
検

討
を
重
ね
、
町
に
答
申
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
検
討
結
果
は
尊
重

す
る
と
し
て
、
町
の
財
産

で
す
か
ら
町
が
主
体
的
に

検
討
し
決
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
で
す
か
。

町
長　

清
川
地
区
の
要
望

が
ま
と
ま
る
ま
で
待
っ
て

欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た

の
で
、
そ
れ
が
ま
と
ま
っ

た
時
点
で
町
と
し
て
推
進

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
他

地
区
の
町
民
の
方
々
に
も

ア
イ
デ
ア
を
頂
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

●
機
能
性
表
示
食
品
へ
の

取
組
み
、
見
通
し
は

清
川
中
学
校
跡
地
利
用
推
進
方
法
は
？

　
清
川
の
意
見
集
約
後
に
推
進
委
員
会
設
立

管
財
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保
存
し
て
い
ま
す
。
復
興

作
業
で
地
面
を
７
ｍ
嵩
上

げ
を
す
る
た
め
の
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
の
想
像
以
上
の

大
き
さ
に
驚
嘆
す
る
と
共

に
1
日
も
早
い
現
地
の
復

旧
を
祈
念
し
ま
す
。

●
気
仙
沼
市　

　

大
型
漁
港
で
、
港
湾
施

設
、
水
産
施
設
等
の
復
旧

復
興
に
力
が
注
が
れ
て
い

て
、
い
ち
早
く
復
興
の
め

ど
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
造
成
、
生
活
道
路

等
の
整
備
に
か
な
り
手
間

取
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

大
型
漁
船
が
陸
地
に
乗

り
上
げ
て
有
名
に
な
っ
た

鹿
折
地
区
で
は
、
漁
船
も

撤
去
さ
れ
、
盛
土
工
事
が

行
わ
れ
て
は
い
た
も
の
の

先
の
見
え
て
い
な
い
状
態

で
し
た
。

の
盛
土
の
横
に
、
被
災
し

た
大
槌
町
役
場
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
お
り
当
時
の

津
波
被
害
の
凄
ま
じ
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
役
場
前
に

は
献
花
台
と
お
地
蔵
様
が

建
立
さ
れ
て
お
り
献
香
し

手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

●
陸
前
高
田
市　

　

津
波
の
最
高
到
達
点
１

８
・
３
ｍ
。
死
者
数
１
５

５
６
人
。
行
方
不
明
者
７９

人
。
家
屋
倒
壊
数
４
０
４

５
棟
。

　

唯
一
耐
え
残
っ
た
奇
跡

の
一
本
松
を
鎮
魂
・
希
望
・

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

●
釜
石
市

　

最
初
に
訪
れ
た
釜
石
市

で
は
、
釜
石
駅
を
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
震
災
当

時
に
大
き
な
船
が
流
さ
れ

た
釜
石
湾
を
車
中
か
ら
見

学
し
ま
し
た
。

●
大
槌
町　

　

大
槌
町
は
、
何
処
も
更

地
に
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
高
さ
７
ｍ
の
盛
土
が

延
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

盛
土
工
事
は
土
取
場
と

盛
土
場
が
続
い
て
い
る
た

め
工
事
用
大
型
ダ
ン
プ
が

使
用
で
き
、
進
捗
率
が
高

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

●
南
相
馬
市

　

震
災
と
原
発
事
故
の
二

重
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
視
察
の
中
で

は
唯
一
、
放
射
能
汚
染
の

た
め
被
災
家
屋
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、

今
も
除
染
作
業
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
汚
染
土
壌

等
が
仮
置
き
さ
れ
、
最
終

処
分
が
決
ま
っ
て
い
な
い

状
況
で
し
た
。

　

和
歌
山
周
辺
地
域
に
は

原
発
が
建
設
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
改
め
て
先
人
の
勇

気
と
知
恵
に
対
し
心
か
ら

感
謝
を
す
る
次
第
で
す
。

●
新
地
町

　

み
な
べ
町
が
県
下
で
唯

一
の
復
興
応
援
職
員
を
派

遣
し
て
い
る
町
で
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

　

元
々
住
ん
で
い
た
地
域

ご
と
の
集
団
移
転
を
、
住

民
の
声
を
反
映
す
る
た
め

の
懇
談
会
を
重
ね
る
こ
と

で
実
現
し
た
、
数
少
な
い

自
治
体
の
一
つ
で
す
。
既

に
９５
％
の
被
災
者
の
方
々

の
移
転
先
が
決
ま
っ
て
い

る
、
移
転
事
業
が
最
も
進

ん
で
い
る
町
で
す
。

　

新
地
町
議
会
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
を
行
な
い
、

町
役
場
屋
上
か
ら
現
在
の

状
況
を
見
な
が
ら
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

13
日（
岩
手
）

14
日（
岩
手・宮
城
）

15
日（
福
島
）

議会活性化特別委員会 活動報告
１０月１３日〜１５日、東日本大震災の災害状況、復興状況を視察し、
今後の防災行政に生かすべく、釜石市、大船渡市、陸前高田市、気仙沼市、
新地町等の各地を訪れました。
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事務組合議会議員活動報告

　

９
月
27
日
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
県
う
め
研
究
所

を
視
察
さ
れ
た
後
、
役
場

に
て
仁
坂
知
事
、
小
谷
町

長
、
田
中
議
長
と
一
緒
に

昼
食
を
取
ら
れ
ま
し
た
。

副
町
長
、
議
員
で
お
迎
え

し
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
議
員
は
副
町

長
と
共
に
南
部
ら
し
い

「
梅
染
め
ネ
ク
タ
イ
」
で

揃
え
、
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。
こ
の
ネ
ク

タ
イ
は
、
み
な

べ
川
梅
染
愛
好

会
の
皆
様
が
今

年
誕
生
50
周
年

を
迎
え
る
南
高

梅
を
PR
し
よ
う

と
、
50
年
生
の

南
高
梅
の
樹
皮

を
用
い
て
染
め

ら
れ
た
も
の
で

す
。
淡
い
サ
ー

モ
ン
ピ
ン
ク
色

で
フ
ォ
ー
マ
ル

な
場
に
相
応
し

い
、
と
て
も
上

質
な
ネ
ク
タ
イ
で
す
。

入
場
し
、
吹
奏
楽
や
観
客

の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
登
場
し
た
和

歌
山
県
の
大
選
手
団
に
は

更
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
ご
存
知
の
よ

う
に
、
１
９
７
１
年
の
黒

潮
国
体
以
来
、
44
年
ぶ
り

と
な
る
男
女
総
合
優
勝

（
天
皇
杯
）
を
見
事
果
た

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
臨
席
賜
っ

た
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
、
天

皇
杯
を
県
選
手
団
に
皇
后

杯
を
東
京
の
選
手
団
に
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
串
本
町
で
、

和
歌
山
県
町
村
議
会
全
議

員
研
修
会
に
参
加
し
研
修

し
ま
し
た
。
講
師
に
弁
護

士
で
、
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
会
長
の
堀
田 

力 

氏
を

迎
え
「
尊
厳
を
保
持
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」

と
題
し
た
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
紀
三
井
寺

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
総

合
閉
会
式
に
議
員
11
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
選
手
や
観
客
約

１
万
２
千
人
が
集
ま
り
、

各
都
道
府
県
の
選
手
団
が

両
陛
下
奉
迎

国
体
閉
会
式

議
員
研
修

8 月 31 日付で
楠本誠二議員が
辞職されました。

●日高広域消防事務組合議会　平成 27年第 1回臨時会
　・日時　平成 27 年 6 月 8 日
　・場所　日高広域消防本部
　・出席　谷本議員
　・内容　一般会計繰越明許費、財産取得に関する議決

●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　平成 27年第 2回定例会
　・日時　平成 27 年 7 月 8 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　森坂議員
　・内容　条例の一部改正、補正予算

●紀南環境広域施設組合議会　平成 27年第 2回臨時会
　・日時　平成 27 年 7 月 29 日
　・場所　田辺市ごみ処理場
　・出席　田中議長、竹本副議長
　・内容　正副議長選挙、専決処分の承認

●公立紀南病院組合議会　平成 27年第 3回臨時会
　・日時　平成 27 年 8 月 7 日
　・場所　社会保険紀南病院
　・出席　田中議長、竹本副議長
　・内容　副議長選挙、監査委員の選任同意

●日高広域消防事務組合議会　平成 2７年第 2回定例会
　・日時　平成 27 年 9 月 1 日
　・場所　日高広域消防本部
　・出席　谷本議員
　・内容　決算認定、条例制定、規約変更

●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　平成 27年第 3回定例会
　・日時　平成 27 年 9 月 1 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　森坂議員
　・内容　規約変更、決算認定
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平成25年3月定例会
一般質問

住宅リフォーム助成制度の新
設を。３県 350 市町村で効
果は実証済み。
みすきぃポイントで助成しては。

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

空き家等対策の推進に関する特
別措置法の施行に伴い、リフォー
ムやリノベーションを組み合わせ
た総合的な空き家対策を検討中で
す。今後はこの政策の中で有効的
な補助事業の導入を具体化してい
く予定です。

平成25年5月定例会
一般質問

結　果結　果
行政改革の推進により人的余裕が
なく、法制執務の専門家を雇用・養成
できていませんが、本町の例規データ
ベース維持管理委託業者（専門家）の
指導・助言を受けたり、法制執務研修
を受けたりしながら職員個々の法制執
務能力の向上に努めていきます。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。
あ
策

追追跡調査

「自治体法務」を支える
町職員の養成・確保は
急務ではないか？

地域経済活性化の観点から
考えると良い制度。課題はあ
りますが、導入を検討しま
す。

法制執務専門家を１名置き
たい。資格をとる努力をし、
法的に説明できる職員を養
成したい。

議員の質問とその後の行方
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編
集
後
記

本
年
、
70
回
目
と
な
る
「
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
」
が
開
か
れ
、

昭
和
46
年
の
第
26
回
の
黒
潮
国
体

か
ら
44
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

本
町
に
お
い
て
は
、
軟
式
野
球
、

山
岳
競
技
（
リ
ー
ド
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
、

競
技
役
員
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
方
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

こ
の
国
体
に
合
わ
せ
て
、
９
月

議
会
も
前
倒
し
と
な
り
ま
し
た
が
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て

は
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

議
会
の
質
疑
、
一
般
質
問
に
つ
い

て
は
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
ご
覧
頂

け
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
後
、
よ
り
一
層
の
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

広
報
特
別
委
員
会　

谷
本
吉
弘

みなべ町へ嫁いで来たお嫁さん、今回は田辺市神子浜出身
で平成 22 年 10 月 10 日に、宮崎盛児さん（埴田）と結婚
されました宮崎啓子さん（旧姓：清水）の紹介です。

本議会から「みなべ町議会
会議中における情報通信機
器の使用基準」を定め、タ
ブレット、スマートフォン、
パソコンの議場への持込が
可能となりました。
《使用上の留意点》
①音声や操作音等で会議運
営に支障を来さないこと。

②会議以外の目的に使用し
ないこと。

③審議・審査中の情報を外
部に発信しないこと。

《適用者》
議員、町当局、議会事務局
職員、報道関係者

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。どんな
ことでもかまいません、議会事
務局または提案箱までお寄せく
ださい。

みなべ町議会だよりNo.42
平成 27 年 11 月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
ＴＥＬ　0739-72-1334
ＦＡＸ　0739-72-1335

宮
みや

崎
ざき

 啓
けい

子
こ

さん ＆ 盛
せい

児
じ

さんご夫妻

議会へのタブレット、
スマートフォン、PC
の持込が可能に

どんなきっかけで、盛児さんと知り合いましたか？
→友達の紹介で
みなべ町に嫁いできて感じたことは？

→ご近所さんからお野菜や果物を頂いたりして、子供の頃に住
んでいた南部町の家族同士のお付き合いなどがあり、なつか
しく思います。
町での生活はどうですか？
（楽しい結婚生活のエピソードもあったらお聞かせくださ
い。）

→買い物するにはスーパー、日用品店がかたまってあるので助
かります。一番なのは、８月１日の花火大会が近くで見れる
ことですネ (^.^)
町に望むことはありますか？

→主婦でも気軽に行けるスポーツのカルチャーセンターなどが
あれば嬉しく思います。

◎宮崎啓子さん、ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

Q
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